
 

 

報道関係各位 
2026 年 6 月 18 日 

株式会社ファミワン 

  

生殖医療の最前線が集結する学術集会を埼玉県川越市で開催 

ファミワンの専門家アドバイザー 胚培養士 川口優太郎が、 

第 67回日本卵子学会学術集会にて発表しました 

 
「子どもを願うすべての人によりそい 幸せな人生を歩める社会をつくる」をビジョンに掲げ、法人

の従業員向け福利厚生や自治体の住民向け支援を行うヘルスケアサポートサービス「ファミワン」 

https://famione.com/benefit/ などを展開する株式会社ファミワン（本社：東京都渋谷区、代表取

締役：石川 勇介）の専門アドバイザーである胚培養士の川口優太郎が、2026 年 6 月 6 日～7 日

に埼玉県川越市で開催された第 67 回日本卵子学会学術集会にて発表しました。 

 

 

 
第 67 回日本卵子学会学術集会は、「妊孕性―未来への希望―」をテーマに、卵子学・生殖医療・

不妊治療分野の最新研究と臨床知見を共有する学術集会として、基礎医学から臨床医学まで幅

広い専門家が参加し、妊孕性温存や生殖補助医療の発展に向けた活発な議論と交流を行いまし

た。 

 

 

■第 67 回日本卵子学会学術集会 概要 
 

 

 

【会期】 2026 年 6 月 6 日～7 日 

【会場】 ウェスタ川越 

【テーマ】妊孕性 ―未来への希望― 

【集会長】髙井 泰（埼玉医科大学総合医療センター産婦人科教

授・運営責任者） 

【公式サイト】 https://jsor67.umin.jp/ 

 

 

 

 

https://jsor67.umin.jp/


 

■研究発表について 
当社の専門家アドバイザー 胚培養士の川口優太郎は、以下の研究タイトルについて研究発表を

行いました。 

 

演題： 

凍結保存精子を用いた高度生殖医療における最適な媒精方法の検討  

〜男性側の妊孕性温存を考察するために〜 

 

 

【研究の背景と目的】 

現在、生殖補助医療（ART）において精子の凍結保存は一般的に行われており、「採卵当日にパ

ートナーの出張や海外赴任が重なり、新鮮精子の提出が困難なケース」などで頻繁に選択されて

います。また近年、男性も年齢を重ねるごとに妊娠率の低下、流産率の増加、出生児の健康リス

クの上昇といった影響があることが明らかになってきました。これに伴い、今後は若年期に将来に

備えて精子を凍結する（男性の妊孕性温存）ニーズがさらに高まることが予想されます。 

本研究は、こうした凍結精子を使用する患者様に対し、「どのような媒精方法（受精方法）を選択

することが最も治療パフォーマンスを向上させるのか」を検証・検討し、将来的な男性の妊孕性温

存の最適化に寄与することを目的としています。 

 

■ コメント 

本学会のテーマ「妊孕性 ―未来への希望―」に沿う形で、私は男性の妊孕性温存に焦点を当て

た研究発表を行いました。 

近年、男性の年齢上昇が妊娠率や流産率、児の健康リスクに及ぼす影響が認知されつつありま

す。今後は「将来のために若いうちに精子を凍結しておこう」と考える男性がさらに増えるのでは

ないでしょうか。今回の研究データは、まさにそうした未来の選択を支える大切な指標になると確

信しています。 

学会全体としても、非常に多くの参加者で活気に満ちあふれていました。会場ではスタンプラリー

や絵付け体験、小江戸（川越）の探索ツアーが用意されるなどエンターテインメント性も高く、非常

に充実した時間を過ごすことができました。また、個人的に宇宙飛行士を目指している（目指して

いた）こともあり、『宇宙マウス』で高名な若山教授の招待講演をはじめとする豪華なプログラムを

拝聴できたことは、大変貴重で刺激的な経験となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ヘルスケアサポートサービス「ファミワン」の概要 

組織や地域全体の風土づくり × 当事者の個別サポートの 2 軸でご支援 
 

「ファミワン」は、専門家セミナーによる「風土醸成」と、オンライン相談による「個別の当事者サポ

ート」により、企業の健康経営や女性活躍を支援する福利厚生の提供、そして自治体における住

民支援を行っています。利用者は看護師や心理士等の有資格者に匿名で相談でき、心理的安

全性の向上や不調の未然防止に寄与します。また、企業や地域の課題に合わせてカスタマイズ

したセミナーや研修により、当事者のみならず周囲の支援者も含めた組織・地域全体のリテラシ

ー向上を図ります。 



 

2018 年の提供開始以来、小田急電鉄や TBS 厚生会、大成建設、NTT、講談社等の民間企業か

ら、神奈川県横須賀市や東京都世田谷区、広島県三原市、群馬県邑楽町、茨城県、奈良県、山

梨県等の各自治体に幅広く導入。特にプレコンセプションケアや働く人々の健康課題、DE&I推進

の領域において国内トップクラスの実績を有しています。 

※本サービスは医療行為ではないため、診断や処方は行いません。 

 

▶︎ファミワン 法人向け福利厚生サービス https://famione.com/benefit 

▶︎自治体向け「妊活 LINE サポート事業」 https://famione.com/local/ 

 
 

＜会社情報＞ 

株式会社ファミワン 

 所在地 〒150-0043 東京都渋谷区道玄坂 1 丁目 10 番 8 号渋谷道玄坂東急ビル 2F−C 

 代表者 代表取締役 石川 勇介 

 設立日 2015 年 6 月 1 日 

 ＵＲＬ  https://famione.co.jp/ 

 

▶︎ファミワン 法人向け福利厚生サービス https://famione.com/benefit 

▶︎自治体向け「妊活 LINE サポート事業」 https://famione.com/local/ 

 

 
【本件に関するお問い合わせ先】 

   株式会社ファミワン 広報担当 Mail： info@famione.com TEL：080-2243-6995 
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